
BOWLAND 

MATH 
Introductory Kit 

ピザは温かいままで 

   

   問題 

 TASK (2 lessons) 

開店したばかりの宅配ピザ屋では，どこまでピザを届けることができるかについて悩んで

いる。温かいままでピザを届けることができる配達地域を決めよう。 

 



用意するもの 

・ピザが冷めていくときの時間と温度のデータ →【Data Set.xls】 

・（オプション）データ収集方法の説明ビデオクリップ →【Video1】 

・（オプション）データ収集方法の様子の Flash →【Flash】 

・（オプション）ピザを冷たいと感じる温度の実験ビデオクリップ →【Video2】 

・ペアに 1 台のコンピュータ 

・グラフから式をつくることができるソフトウェア →【equator】 

・グラフ用紙 

 
ピザが冷めていくときの温度と時間のデータ 

 
 

Equator の操作方法 

      データ入力 

 

      グラフ 

Data をクリックすると

Enter Data 画面が開き

ます。Excel ファイルの

データを貼り付けるこ

とができます。 

関数の種類（1次関

数，2次関数，指数関

数，分数関数）を選び

ます。 

グラフの平行移動と回転のボタン

です。クリックして，グラフを直

接ドラッグすると，その上に，関

数の式が表示されます。 



Time(sec) Temp (Deg C)

0 78.24951671

1 78.06201671

2 77.9370167

3 77.8120167

4 77.6870167

5 77.5620167

Pizza in Box

   Lesson plan 

問題理解 (10 分間) 

《主な発問》 

・宅配ピザを注文し，ピザが冷めていた経験やもしそのようなことがあったらどう思うか。 

・自分がピザ屋だとしたら，ピザを温かいまま宅配するためにどのようなことを考えるか。 

 《期待される反応》 

・宅配できる範囲はどのくらいか。 

・保温できるパッケージを工夫する。 

解決へのアプローチの立案(10 分間)  

《主な発問》 

・ピザを温かいまま宅配できる範囲を考えるには，どのような情報が必要か。 

 《期待される反応》 

・ピザが冷たいと感じる温度は何度か。 

・ピザはどのくらいの時間で冷たくなるのか。 

・ピザを宅配するバイクの時速はどのくらいか。 

・パッケージによって異なるのではないか。 

・宅配ピザ屋のピザの温度は，どのように変化していくと思うか。 

 《期待される反応》 

・だんだん冷めていく 

・最初，急に冷めたらその後はあまり冷めない 

・ある時間まではほとんど冷めないが，ある時間を過ぎると急に冷める 

アプローチの実行 (15 分間) 

・ピザが冷めていくときの時間と温度のデータを配布し，そのデータからピザが冷たいと感じる

温度になるのは何分後かを予測する方法を考える。最初はグラフ用紙に点をプロットして考えさ

せる。  

 
 
 
 
 
 
 

必要に応じて，データ収集方法の説明ビデオクリップ【Video1】，データ収集方法の様子の

Flash【Flash】，ピザを冷たいと感じる温度の実験ビデオクリップ【Video2】を活用する。 

ピザが 62℃より低くなると冷たいと感じる。 

 
・ペアでソフトウェア【equator】を利用して，ピザが冷めていくときの時間と温度のデータを

グラフに表し，よりよい関数を見出す。 

・見出した関数を使って，ピザを冷たいと感じる温度（62 度）になるときの温度を予測する。 

・バイクの時速を仮定し，ピザの宅配範囲を求める。 

 



練り上げ(10 分間)   

・クラス全体に，アプローチの方法や解決策とその理由などを説明させ，互いに批判的に考察さ

せる。 

まとめと振り返り (5 分間) 

・議論をふまえ考えが変わった場合には何を，なぜ，どう変えたかを記述させる。 

※各グループの最終案を作成することを宿題にすることも考えられる。 

・本探究を通して何を学んだかなど，振り返りを書かせる。 

  


